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Ⅵ-1 説明書 

Ⅵ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

Ⅵ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

Ⅵ-1-1-5-3 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉冷却系統施設） 

 

Ⅵ-6 図面 

4. 原子炉冷却系統施設 

4.3 残留熱除去設備 

4.3.1 残留熱除去系 

・第4-3-1-1-1図 残留熱除去設備に係る機器の配置を明示した図面（残留熱除去系）（そ

の１） 

・第4-3-1-1-2図 残留熱除去設備に係る機器の配置を明示した図面（残留熱除去系）（そ

の２） 

・第4-3-1-1-3図 残留熱除去設備に係る機器の配置を明示した図面（残留熱除去系）（そ

の３） 

・第4-3-1-1-4図 残留熱除去設備に係る機器の配置を明示した図面（残留熱除去系）（そ

の４） 

・第4-3-1-2-1図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その１） 

・第4-3-1-2-2図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その２） 

・第4-3-1-2-3図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その３） 

・第4-3-1-2-4図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その４） 

・第4-3-1-2-5図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その５） 

・第4-3-1-2-6図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その６） 

・第4-3-1-2-7図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その７） 

・第4-3-1-2-8図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その８） 

・第4-3-1-2-9図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その９） 

・第4-3-1-2-10図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その１０） 



 

・第4-3-1-2-11図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その１１） 

・第4-3-1-2-12図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その１２） 

・第4-3-1-2-13図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）

（その１３） 

・第4-3-1-3-1図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その１）（設計基準対象施

設） 

・第4-3-1-3-2図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その２）（重大事故等対処設

備） 

・第4-3-1-3-3図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その３）（設計基準対象施

設） 

・第4-3-1-3-4図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その４）（重大事故等対処設

備） 

・第4-3-1-3-5図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その５）（設計基準対象施

設） 

・第4-3-1-3-6図 残留熱除去設備系統図（残留熱除去系）（その６）（重大事故等対処設

備） 

・残留熱除去系熱交換器構造図 

【昭和60年4月27日付け59資庁第17250号にて認可された工事計画の添付書類「第3-4-3図 

残留熱除去系熱交換器構造図」による。】 

・残留熱除去ポンプ構造図 

【昭和60年4月27日付け59資庁第17250号にて認可された工事計画の添付書類「第3-4-4図 

残留熱除去ポンプ構造図」による。】 

・残留熱除去系ストレーナ構造図（その１） 

【平成19年5月23日付け平成19・04・27原第11号にて認可された工事計画の添付書類「第6-

1-1図 残留熱除去系ストレーナ構造図（その１）」による。】 

・残留熱除去系ストレーナ構造図（その２） 

【平成19年5月23日付け平成19・04・27原第11号にて認可された工事計画の添付書類「第6-

1-2図 残留熱除去系ストレーナ構造図（その２）」による。】 

・第4-3-1-4-1図 RV222-1A，B，C構造図 

・第4-3-1-4-2図 RV222-2構造図 
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4. 残留熱除去設備

4.1 残留熱除去系 

名 称 残留熱除去系熱交換器 

容量（設計熱交換量） MW/個 以上（9.13） 

最高使用圧力 MPa 管側 3.92 ／ 胴側 1.37 

最高使用温度 ℃ 管側 185  ／ 胴側 85 

伝 熱 面 積 m2/個 以上（ ） 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設

残留熱除去系熱交換器は，設計基準対象施設として発電用原子炉を停止した場合において，

燃料要素の許容損傷限界及び原子炉冷却材圧力バウンダリの健全性を維持するために必要な

パラメータが設計値を超えないようにするため，原子炉圧力容器内において発生した残留熱

を除去することができる設備として，下記のモード・機能の際に熱を除去するために設置す

る。 

① 原子炉停止時冷却モード

② 低圧注水モード

③ 格納容器冷却モード

④ サプレッションプール水冷却モード

⑤ 燃料プール冷却機能

・重大事故等対処設備

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）として使用する

残留熱除去系熱交換器は，下記の機能を有する。 

（1）原子炉停止時冷却モード 

残留熱除去系熱交換器は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合であって，設計基

準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著し

い損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置

する。また，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失

した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発

生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，A，B-残留熱除去ポンプにより冷却材を原子炉圧力容器から取水し，A，

B-残留熱除去系熱交換器を経由して原子炉圧力容器に戻すことにより炉心崩壊熱を除去

し，発電用原子炉を冷却できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

（2）格納容器冷却モード 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送

する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著

しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去ポンプにより残留

熱除去系熱交換器を経由してドライウェル内及びサプレッションチェンバ内にスプレイ

することで，原子炉格納容器内の崩壊熱の除去及び蒸気の凝縮ができる設計とする。 

（3）サプレッションプール水冷却モード 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送

する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著

しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，A，B-残留熱除去ポンプによりサプレッションチェンバのプール水を残留

熱除去系熱交換器を経由してサプレッションチェンバ内に戻すことによりサプレッショ

ンチェンバのプール水を冷却できる設計とする。

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留

熱除去系）として使用する残留熱除去系熱交換器は，下記の機能を有する。 

残留熱除去系熱交換器は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合であって，設計基準対

象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を残留熱除去系ストレーナで異物をろ過し，

残留熱除去ポンプにより残留熱除去系熱交換器を経由して＊原子炉圧力容器へ注入し，炉心を

冷却できる設計とする。 

注記＊：低圧注水系として使用する場合，残留熱除去系熱交換器を介するのは A 及び B 系列

のみ。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））として使

用する残留熱除去系熱交換器は，下記の機能を有する。 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低

下させるために設置する。また，原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の

圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去系ストレーナで異物を

ろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してドライウェル内

及びサプレッションチェンバ内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の崩壊熱の除去及

び蒸気の凝縮ができる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（サプレッションプール水冷却モード）））

として使用する残留熱除去系熱交換器は，下記の機能を有する。 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準対象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場

合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防

止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去系ストレーナで異物を

ろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してサプレッション

チェンバ内に戻すことによりサプレッションチェンバのプール水を冷却できる設計とする。

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（残留熱代替除去系）として使用する残留熱除去系熱交換器は，下記の機能を有する。 

B-残留熱除去系熱交換器は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破

損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力及び温

度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を B-残留熱除去系ストレーナで異物をろ過

し，残留熱代替除去ポンプにより B-残留熱除去系熱交換器を経由して原子炉圧力容器へ注水す

るとともに，原子炉格納容器内へスプレイすることで，原子炉格納容器バウンダリを維持しな

がら原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量（設計熱交換量）の設定根拠

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の容量は，全ての運転モード・機能

を包絡する値として，原子炉停止時冷却モード時に必要な容量を考慮して決定する。原子炉停

止時冷却モード時の必要除熱量は，原子炉停止 時間後に炉水温度を ℃以下に冷却可能

な容量として， MW〔 Kcal/h〕である。したがって，残留熱除去系熱交換器の容

量（設計熱交換量）は， MW/個とする。 

上記より，原子炉停止時冷却モードの必要熱交換量は， MW となり，残留熱除去系熱交

換器の必要熱交換量は， MW/個以上となる。 

表 1 残留熱除去系熱交換器に対する必要伝熱面積 

運転モード 原子炉停止時冷却モード 

熱交換器 1個当たりの必要熱交換量（MW/個） 

被冷却水流量（kg/h） 

被冷却水温度（℃） 

冷却水流量（kg/h） 

冷却水温度（℃） 

必要伝熱面積（m2） 

なお，残留熱除去系熱交換器の容量（設計熱交換量）にて，サプレッションチェンバを水源

とした格納容器スプレイ冷却モードにより原子炉格納容器を冷却することで，原子炉格納容器

の最高使用圧力 0.427MPa 並びに最高使用温度 171℃及び 104℃以下にできることを安全評価解

析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）にて確認している。 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の容量（設計熱交換量）は，有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において残留熱代替除去系に期待する

熱交換量（ MW（被冷却水流量 150m3/h，被冷却水温度 167℃時）を確保可能な伝熱面積が最

大の m2であり，設計基準対象施設として使用する場合の必要伝熱面積に包絡されるため，

設計基準対象施設と同設計条件とし， MW/個以上とする。 

公称値については， 9.13MW/個とする。 

2. 最高使用圧力の設定根拠

(1) 管側

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の管側の最高使用圧力は，主配管

「A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」及び主配管「B-

残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の最高使用圧力に

合わせ，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の管側の圧力は，主配管「A-

残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」及び主配管「B-残

留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の使用圧力に合わせ，

3.92MPaとする。 

 

(2) 胴側 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の胴側の最高使用圧力は，原子炉

補機冷却系の主配管「A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～A-残留熱除去系熱交

換器」及び「B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の

最高使用圧力に合わせ，1.37MPaとする。 

 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の胴側の圧力は，原子炉補機

冷却系の主配管「A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」

及び「B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の使用圧

力に合わせ，1.37MPaとする。 

 

3. 最高使用温度の設定根拠 

(1) 管側 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の管側の最高使用温度は，主配管「A-

残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」及び主配管「B-残留

熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の最高使用温度に合わせ，

185℃とする。 

 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の管側の温度は，主配管「A-残

留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」及び主配管「B-残留熱

除去系熱交換器バイパスライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の使用温度に合わせ，185℃

とする。 

 

(2) 胴側 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の胴側の最高使用温度は，原子炉

補機冷却系の主配管「A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～A-残留熱除去系熱交

換器」及び「B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の

最高使用温度に合わせ，85℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の胴側の温度は，原子炉補機

冷却系の主配管「A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～A-残留熱除去系熱交換器」

及び「B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部～B-残留熱除去系熱交換器」の使用温

度に合わせ，85℃とする。 

 

4. 伝熱面積の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する場合の残留熱除去系熱交換器の伝熱面積は，原子炉停止時

冷却モードの設計熱交換量 MW/個を満足するために必要な伝熱面積 m2/個を上回る

m2/個以上とする。 

 

残留熱除去系熱交換器を重大事故等時において使用する場合の伝熱面積は，有効性評価解析

（原子炉設置変更許可申請書添付資料十）のうち，格納容器破損モード（雰囲気圧力・温度に

よる静的負荷（格納容器過圧・過温破損））において，残留熱代替除去系に期待する熱交換量

を確保するために必要な伝熱面積が m2であり，設計段階にて確認している容量（設計交換

熱量） MW/個を満足するために必要な伝熱面積 m2に包絡されることから，設計基準対

象施設と同仕様とし， m2/個以上とする。 

 

公称値については，設計確認値である m2/個を上回る m2/個とする。 

 

5. 個数の設定根拠 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準対象施設として炉心の崩壊熱及びその他の残留熱の除去

並びに原子炉冷却材喪失時の炉心冷却等するために必要な個数として A 系，B 系独立した 2 系

列に各 1個，合計 2個設置する。 

 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準対象施設として 2 個設置しているものを重大事故等対処

設備として使用する。 
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名 称 残留熱除去ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上（1218） 

揚 程 m 以上（98） 

最高使用圧力 MPa 吸込側 1.37 ／ 吐出側 3.92 

最高使用温度 ℃ 
A,B-残留熱除去ポンプ：185，C-残留熱除去ポンプ：100

（116） 

原 動 機 出 力 kW/個 560 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設

残留熱除去ポンプは，設計基準対象施設として発電用原子炉を停止した場合において，燃料

要素の許容損傷限界及び原子炉冷却材圧力バウンダリの健全性を維持するために必要なパラ

メータが設計値を超えないようにするため，原子炉圧力容器内において発生した残留熱を除

去することができる設備として，下記のモード・機能の際に熱を除去するために設置する。 

① 原子炉停止時冷却モード

② 低圧注水モード

③ 格納容器冷却モード

④ サプレッションプール水冷却モード

⑤ 燃料プール冷却機能

なお，上記のモードのうち，非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備としての機能を有す

る低圧注水モードに要求される機能を他のモード・機能に優先して発揮できる設計とする。 

・重大事故等対処設備

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）として使用する

残留熱除去ポンプは，下記の機能を有する。 

（1）原子炉停止時冷却モード 

A，B-残留熱除去ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合であって，設計

基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著

しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設

置する。また，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が

喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷

が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，A，B-残留熱除去ポンプにより冷却材を原子炉圧力容器から取水し，A，

B-残留熱除去系熱交換器を経由して原子炉圧力容器に戻すことにより炉心崩壊熱を除

去し，発電用原子炉を冷却できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

（2）格納容器冷却モード 

残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸

送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心

の著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去ポンプにより残

留熱除去系熱交換器を経由してドライウェル内及びサプレッションチェンバ内にスプレ

イすることで，原子炉格納容器内の崩壊熱の除去及び蒸気の凝縮ができる設計とする。

（3）サプレッションプール水冷却モード 

A，B-残留熱除去ポンプは，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸

送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心

の著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，A，B-残留熱除去ポンプによりサプレッションチェンバのプール水を A，

B-残留熱除去系熱交換器を経由してサプレッションチェンバ内に戻すことによりサプレ

ッションチェンバのプール水を冷却できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残

留熱除去系）として使用する残留熱除去ポンプは，下記の機能を有する。 

残留熱除去ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合であって，設計基準対象施

設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉

格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を残留熱除去系ストレーナで異物をろ過

し，残留熱除去ポンプにより原子炉圧力容器へ注入し，炉心を冷却できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））として

使用する残留熱除去ポンプは，下記の機能を有する。 

A，B-残留熱除去ポンプは，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。

また，原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性

物質の濃度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去系ストレーナで異物を

ろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してドライウェル

内及びサプレッションチェンバ内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の崩壊熱の除

去及び蒸気の凝縮ができる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（サプレッションプール水冷却モー

ド）））として使用する残留熱除去ポンプは，下記の機能を有する。 

A，B-残留熱除去ポンプは，設計基準対象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した

場合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下さ

せるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損

を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水を A，B-残留熱除去系ストレーナで異物を

ろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してサプレッショ

ンチェンバ内に戻すことによりサプレッションチェンバのプール水を冷却できる設計とする。 

1. 容量の設定根拠

設計基準対象施設として使用する残留熱除去ポンプの容量は，安全評価解析（原子炉設置変

更許可申請書添付書類十）において確認されている m3/h を上回る流量とし， m3/h/

個以上とする。 

残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の容量は，設計基準対象施設と同

様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし， m3/h/個以上とする。 

公称値については，設計確認値を上回る 1218m3/h/個とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 揚程の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去ポンプの揚程は，水源と移送先の圧力差，静水

頭，機器及び配管・弁類圧損を基に，原子炉と水源の差圧が MPaの原子炉に m3/h

の注水ができるように設計する。 

 

① 原子炉圧力容器とサプレッションチェンバ内圧の差： m 

×106／(958×9.80665)＝ ≒ m 

密度：958kg/m3 （100℃，飽和圧力） 

② 静水頭                    ： m 

サプレッションプール水位低 EL ～低圧注水ノズル EL  

③ 配管・機器圧力損失              ： m 

機器圧力損失      ： m 

配管・弁類圧力損失   ： m 

合計           m 

④ ①～③の合計(m)                ： m 

 

上記から，残留熱除去ポンプの揚程は， mを上回る m以上とする。 

 

残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の揚程は，設計基準対象施設と同

様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし， m以上とする。 

 

公称値については，要求される揚程を上回る 98mとする。 

 

3. 最高使用圧力の設定根拠  

(1) 吸込側 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去ポンプの吸込側の最高使用圧力は，主配管

「A-停止時冷却モード入口ライン合流部～A-残留熱除去ポンプ」と主配管「B-停止時冷却モ

ード入口ライン合流部～B-残留熱除去ポンプ」及び主配管「高圧原子炉代替注水ポンプ入口

ライン分岐部～C-残留熱除去ポンプ」の最高使用圧力に合わせ，1.37MPaとする。 

 

残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の圧力は，主配管「A-停止時冷却

モード入口ライン合流部～A-残留熱除去ポンプ」と主配管「B-停止時冷却モード入口ライン

合流部～B-残留熱除去ポンプ」及び主配管「高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部～

C-残留熱除去ポンプ」の使用圧力に合わせ，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(2) 吐出側

設計基準対象施設として使用する残留熱除去ポンプの吐出側の最高使用圧力は，残留熱除

去ポンプ締切運転時の揚程は約 MPaとなり，吸込側の最高運転圧力約 MPaとの合

計が MPaとなることから，これを上回る圧力として MPaとする。 

① 原子炉停止時冷却モード時の原子炉圧力の上限 ： MPa 

② 静水頭 ： MPa 

×0.00980665≒ ＝

m：原子炉通常水位 EL と残留熱除去ポンプ据付床レベル EL の 

エレベーション差

③ 締切揚程 ： MPa 

④ ①～③の合計 ： MPa 

残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同

様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

4. 最高使用温度の設定根拠

設計基準対象施設として使用する A，B-残留熱除去ポンプの最高使用温度は，主配管「A-停

止時冷却モード入口ライン合流部～A-残留熱除去ポンプ」と主配管「B-停止時冷却モード入口

ライン合流部～B-残留熱除去ポンプ」の最高使用温度に合わせ，185℃とする。

設計基準対象施設として使用する C-残留熱除去ポンプの最高使用温度は，主配管「高圧原

子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部～C-残留熱除去ポンプ」の最高使用温度に合わせ，100℃

とする。 

A，B-残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設

と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

C-残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の温度は，C-残留熱除去ポンプ

の水源となるサプレッションチェンバのプール水の重大事故等時における使用温度を基に設

定する。 

C-残留熱除去ポンプによる原子炉圧力容器への注水時のサプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度は，重大事故等対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許

可申請書添付書類十）の事故シーケンスグループ（崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した

場合））より約 ℃であり，これを上回る温度とし，116℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

5. 原動機出力の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去ポンプの原動機出力は，下記の式により，容量

及び揚程を考慮して決定する。 

Ｐｗ＝10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η＝――・100 

（引用文献：日本産業規格 ＪＩＳ Ｂ ０１３１(2002)「ターボポンプ用語」） 

Ｐ＝―――――――――― 

 

Ｐ ：軸動力（kW） 

Ｐｗ ：水動力（kW） 

ρ ：密度（㎏/m3）       ＝1000 

g ：重力加速度（m/s2）    ＝9.80665 

Ｑ ：容量（m3/s）     ＝1218／3600 

Ｈ ：揚程（m）     ＝98 

η ：ポンプ効率（％）（設計計画値）＝  

kW≒＝
／100

98
3600

1218
9.80665100010

Ｐ＝

3-  








 

上記から，残留熱除去ポンプの原動機出力は，軸動力を上回る出力とし，560kW/個 とする。 

 

残留熱除去ポンプを重大事故等時において使用する場合の原動機出力は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，560kW/個 とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

残留熱除去ポンプは，設計基準対象施設として炉心の崩壊熱及びその他の残留熱の除去並

びに原子炉冷却材喪失時の炉心冷却等するために必要な個数として A 系，B 系，C 系独立した

3系列に各 1個，合計 3個設置する。 

 

残留熱除去ポンプは，設計基準対象施設として 3 個設置しているものを重大事故等対処設

備として使用する。 

  

Ｐｗ 

Ｐ 

10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η／100 
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名   称 残留熱除去系ストレーナ 

容    量 m3/h/組 以上（1218） 

最高使用圧力 MPa －[0.427](－[0.853]) 

最高使用温度 ℃ 104（178） 

個    数 ― 6(3組) 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

・設計基準対象施設 

残留熱除去系ストレーナは，設計基準対象施設としてサプレッションプール内の異物によ

る残留熱除去ポンプ，残留熱除去系熱交換器，低圧注水管等下流の系統内機器の機能低下を防

止する目的に設置する。 

なお，設計基準対象施設の残留熱除去系ストレーナの容量，最高使用圧力及び最高使用温度

の設定根拠については平成 19 年 5 月 23 日付け平成 19･04･27 原第 14 号にて認可された工事

計画のⅣ-1「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書」による。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）として使用する

残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有する。 

A，B-残留熱除去系ストレーナは，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を

輸送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の

著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，A，B-残留熱除去系ストレーナにて異物

をろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してサプレッシ

ョンチェンバ内に戻すことによりサプレッションチェンバのプール水を冷却できる設計とす

る。 

 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残

留熱除去系）として使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有する。 

残留熱除去系ストレーナは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合であって，設計基準

対象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び

原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，残留熱除去系ストレーナにて異物を除去

し，残留熱除去ポンプにより原子炉圧力容器へ注入し，炉心を冷却できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））として

使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有する。 

A，B-残留熱除去系ストレーナは，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設

置する。また，原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並び

に放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，A，B-残留熱除去系ストレーナにて異物

をろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してドライウェ

ル内及びサプレッションチェンバ内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の崩壊熱の

除去及び蒸気の凝縮ができる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（サプレッションプール水冷却モー

ド）））として使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有する。 

A，B-残留熱除去系ストレーナは，設計基準対象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪

失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を

低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器

の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，A，B-残留熱除去系ストレーナにて異物

をろ過し，A，B-残留熱除去ポンプにより A，B-残留熱除去系熱交換器を経由してサプレッシ

ョンチェンバ内に戻すことによりサプレッションチェンバのプール水を冷却できる設計とす

る。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（残留熱代替除去系）として使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有

する。 

B-残留熱除去系ストレーナは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器

の破損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力

及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，B-残留熱除去系ストレーナにて異物をろ

過し，残留熱代替除去ポンプにより B-残留熱除去系熱交換器を経由して原子炉圧力容器へ注

水するとともに，原子炉格納容器内へスプレイすることで，原子炉格納容器バウンダリを維持

しながら原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高

圧原子炉代替注水系）として使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能を有する。 

C-残留熱除去系ストレーナは，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって，設計基

準対象施設が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を

防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，C-残留熱除去系ストレーナにて異物をろ

過し，高圧原子炉代替注水ポンプにより原子炉圧力容器へ注入し，炉心を冷却できる設計とす

る。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（高圧原子炉代替注水系）として使用する残留熱除去系ストレーナは，下記の機能

を有する。 

C-残留熱除去系ストレーナは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器

の破損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力

及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とし，C-残留熱除去系ストレーナにて異物をろ

過し，高圧原子炉代替注水ポンプにより原子炉圧力容器へ注水することで，原子炉格納容器バ

ウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下できる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷

却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）として使用する場合の容量は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし， m3/h/組以上とす

る。 

 

A，B-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備

その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去

系（格納容器冷却モード）））として使用する場合の容量は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし， m3/h/組以上とする。 

 

A，B-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備

その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去

系（サプレッションプール水冷却モード）））として使用する場合の容量は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし， m3/h/組以上とす

る。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

B-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備そ

の他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系）として使用する場合の容

量は，残留熱代替除去ポンプ 2台の容量 m3/hを上回る m3/h/組以上とする。 

 

C-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心

冷却設備その他原子炉注水設備（高圧原子炉代替注水系）として使用する場合の容量は，高圧

原子炉代替注水ポンプ 1台の容量 m3/hを上回る m3/h/組以上とする。 

 

C-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備そ

の他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（高圧原子炉代替注水系）として使用する場合

の容量は，高圧原子炉代替注水ポンプ 1台の容量 m3/hを上回る m3/h/組以上とする。 

 

公称値については， 1218m3/h/組とする。 

 

2. 最高使用圧力の設定根拠  

残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の圧力についても，設計基

準対象施設として使用する場合と同様に設定されないが，ここでは重大事故等時における原

子炉格納容器の限界圧力 0.853MPaとし，[ ]内に示している。 

 

3. 最高使用温度の設定根拠  

A，B-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等

対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において残留熱除去系の使用

時におけるサプレッションチェンバのプール水の温度が最大となる事故シーケンスグループ

（全交流動力電源喪失）により ℃であり，これを上回る温度とし，178℃とする 

C-残留熱除去系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対

策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において残留熱除去系使用時の

サプレッションチェンバのプール水の温度が最大となる事故シーケンスグループ（崩壊熱除

去機能喪失（取水機能喪失））により ℃であり，これを上回る温度とし，178℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

4. 個数の設定根拠 

残留熱除去系ストレーナは，設計基準対象施設としてサプレッションプール内の異物をろ

過するために必要な個数として A系，B系，C系独立した 3系列に 2個ずつ，計 6個（3組）

設置する。 

 

残留熱除去系ストレーナは，設計基準対象施設として 6個（3 組）設置しているものを重

大事故等対処設備として使用する。 
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名   称 RV222-1A，B，C 

吹 出 圧 力 MPa 3.92 

個     数 ― 3 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

安全弁 RV222-1A，B，Cは，主配管「A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～弁 MV222-

11A」，「B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～弁 MV222-11B」及び「C-残留熱除去

ポンプ～原子炉圧力容器」上に設置する逃がし弁である。 

安全弁 RV222-1A，B，C は，設計基準対象施設として主配管「A-サプレッションチェンバスプ

レイライン分岐部～弁 MV222-11A」，「B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～弁

MV222-11B」及び「C-残留熱除去ポンプ～原子炉圧力容器」の圧力が，最高使用圧力になった場

合に開動作して最高使用圧力以下に維持する。 

重大事故等対処設備としては，重大事故等時に主配管「A-サプレッションチェンバスプレイラ

イン分岐部～弁 MV222-11A」，「B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～弁 MV222-

11B」及び「C-残留熱除去ポンプ～原子炉圧力容器」の圧力が，重大事故等時における最高使用

圧力になった場合に開動作して重大事故等時における最高使用圧力以下に維持する。 

 

1. 吹出圧力の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する安全弁 RV222-1A，B，C の吹出圧力は，当該逃がし弁が接

続する主配管「A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～弁 MV222-11A」，「B-サプ

レッションチェンバスプレイライン分岐部～弁 MV222-11B」及び「C-残留熱除去ポンプ～原子

炉圧力容器」の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

安全弁 RV222-1A，B，C を重大事故等時において使用する場合の吹出圧力は，設計基準対象

施設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

 

2. 個数の設定根拠 

安全弁 RV222-1A，B，C は，設計基準対象施設として主配管「A-サプレッションチェンバス

プレイライン分岐部～弁 MV222-11A」，「B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～

弁 MV222-11B」及び「C-残留熱除去ポンプ～原子炉圧力容器」の圧力を最高使用圧力以下に維

持するために必要な個数である各系列に 1個とし，合計 3個設置する。 

 

安全弁 RV222-1A，B，Cは，設計基準対象施設として 3個設置しているものを重大事故等対

処設備として使用する。 
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名   称 RV222-2 

吹 出 圧 力 MPa 1.37 

個     数 ― 1 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

安全弁 RV222-2は，主配管「弁 MV222-7～B-停止時冷却モード入口ライン分岐部」上に設置す

る逃がし弁である。 

安全弁 RV222-2は，設計基準対象施設として主配管「弁 MV222-7～B-停止時冷却モード入口ラ

イン分岐部」の圧力が，最高使用圧力になった場合に開動作して最高使用圧力以下に維持する。 

重大事故等対処設備としては，重大事故等時に主配管「弁 MV222-7～B-停止時冷却モード入口

ライン分岐部」の圧力が，設計基準対象施設の最高使用圧力になった場合に開動作して設計基準

対象施設の最高使用圧力以下に維持する。 

 

1. 吹出圧力の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する安全弁 RV222-2 の吹出圧力は，当該逃がし弁が接続する

主配管「弁 MV222-7～B-停止時冷却モード入口ライン分岐部」の最高使用圧力に合わせ，

1.37MPaとする。 

 

安全弁RV222-2を重大事故等時において使用する場合の吹出圧力は，設計基準対象施設と同

様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 

 

2. 個数の設定根拠 

安全弁 RV222-2は，設計基準対象施設として主配管「弁 MV222-7～B-停止時冷却モード入口

ライン分岐部」の圧力を最高使用圧力以下に維持するために必要な個数である 1個設置する。 

 

安全弁 RV222-2 は，設計基準対象施設として 1 個設置しているものを重大事故等対処設備

として使用する。 
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名    称  

停止時冷却モード入口ライン分岐部 

～ 

弁MV222-6 

最 高 使 用 圧 力  MPa 8.62（8.98） 

最 高 使 用 温 度  ℃ 302（304） 

外     径  mm 457.2 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，停止時冷却モード入口ライン分岐部から弁MV222-6までを接続する配管であり，

設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水をA,B-残留熱除去ポンプに供給するために

設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水をA,B-残留熱除去ポンプに供給する

ために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ１として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠  

  Ｐ１：8.62MPa(8.98MPa) 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高使

用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力に合わせ，8.98MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様

で設計し，457.2mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 457.2 29.4 450 0.12466 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプ２台分の定格流量 
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名 称

弁MV222-6 

～ 

弁MV222-7 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62（8.98） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302（304） 

外 径 mm 457.2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁MV222-6から弁MV222-7までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，

原子炉再循環系からの炉水をA,B-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を A,B-残留熱除去ポンプに供給する

ために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ１として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：8.62MPa（8.98MPa）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高使

用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力に合わせ，8.98MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，457.2mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 457.2 29.4 450 0.12466 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプ２台分の定格流量 
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名 称

弁MV222-7 

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 558.8 ／ 568.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁MV222-7からB-停止時冷却モード入口ライン分岐部までを接続する配管であり，

設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水をA,B-残留熱除去ポンプに供給するために

設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を A,B-残留熱除去ポンプに供給する

ために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ２，Ｆ１として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，558.8mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ２ 558.8 9.5 550 0.22885 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプ２台分の定格流量 

(2) 継手

Ｆ１：568.4mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

B-停止時冷却モード入口ライン分岐部

～ 

A-燃料プール冷却入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 568.4 ／ 558.8 ／ 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-停止時冷却モード入口ライン分岐部からA-燃料プール冷却入口ライン合流部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水をA-残留熱除去

ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を A-残留熱除去ポンプに供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ３，Ｄ４，Ｆ1として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，558.8mm，406.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ３ 558.8 9.5 550 0.22885 ＊

Ｄ４ 406.4 9.5 400 0.11787 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ１：568.4mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

A-燃料プール冷却入口ライン合流部

～ 

A-停止時冷却モード入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 406.4 ／ 416.0 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-燃料プール冷却入口ライン合流部からA-停止時冷却モード入口ライン合流部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水及び燃料プール

冷却系からの燃料プール水をA-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を A-残留熱除去ポンプに供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ４，Ｆ２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，406.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ４ 406.4 9.5 400 0.11787 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ２：416.0mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。



100 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

名 称

A-停止時冷却モード入口ライン合流部

～ 

A-残留熱除去ポンプ

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 517.6 ／ 508.0 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-停止時冷却モード入口ライン合流部からA-残留熱除去ポンプまでを接続する配

管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水，サプレッションチェンバのプ

ール水及び燃料プール冷却系からの燃料プール水をA-残留熱除去ポンプに供給するために設置す

る。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水及びサプレッションチェンバのプー

ル水を A-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

残留熱代替除去ポンプ入口ライン分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 216.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，残留熱代替除去ポンプ入口ライン分岐部からB-燃料プール冷却入口ライン合流部

までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，燃料プール冷却系からの燃料プール水を

B-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を残留熱代替除去ポンプに

供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ６として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する原子炉格

納容器安全設備（残留熱代替除去系）の設計流量を基に設定しており，重大事故等時に使用

する原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系）の設計流量が設計基準対象施設として使

用する燃料プール冷却補助機能の容量以下であるため，本配管の外径は，メーカ社内基準に

基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計し，

216.3mm とする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ６ 216.3 8.2 200 0.03138 ＊1 ＊2

注記＊1：燃料プール冷却補助機能の設計流量 

 ＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名    称  

A-残留熱除去ポンプ 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去ポンプからA-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部までを接

続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより炉水，サプレッションチ

ェンバのプール水及び燃料プール水を原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェンバ

及び燃料プールに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより炉水及びサプレッションチェンバのプ

ール水を原子炉圧力容器，ドライウェル及びサプレッションチェンバに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部からA-残留熱除去系熱交換器まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより炉水，サプレッショ

ンチェンバのプール水及び燃料プール水を原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェ

ンバ及び燃料プールに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより炉水及びサプレッションチェンバのプ

ール水を原子炉圧力容器，ドライウェル及びサプレッションチェンバに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

A-残留熱除去系熱交換器 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去系熱交換器からA-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ド

ライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

～ 

A-停止時冷却戻りライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部からA-停止時冷却戻りライン分岐

部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容

器，ドライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

A-停止時冷却戻りライン分岐部

～ 

A-サプレッションプール冷却ライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-停止時冷却戻りライン分岐部からA-サプレッションプール冷却ライン分岐部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及

びサプレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びサプレッションチ

ェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

A-サプレッションプール冷却ライン分岐部

～ 

A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-サプレッションプール冷却ライン分岐部からA-サプレッションチェンバスプレ

イライン分岐部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより

原子炉圧力容器及びサプレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びサプレッションチ

ェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 



116 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

名 称

A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

～ 

弁MV222-11A 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部から弁MV222-11Aまでを接続する

配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給

するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

弁MV222-11A 

～ 

弁AV222-3A 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.4 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302（304） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁MV222-11Aから弁AV222-3Aまでを接続する配管であり，設計基準対象施設として，

A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ４，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ４：10.4MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ４は，接続する原子炉再循環系

の最高使用圧力に合わせ，10.4MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，10.4MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 ＊1 ＊2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称

弁AV222-3A 

～ 

A-停止時冷却モード戻りライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.4 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302（304） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁AV222-3AからA-停止時冷却モード戻りライン合流部までを接続する配管であり，

設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設

置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ４，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ４：10.4MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ４は，接続する原子炉再循環系

の最高使用圧力に合わせ，10.4MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，10.4MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 ＊1 ＊2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称

B-停止時冷却モード入口ライン分岐部

～ 

B-燃料プール冷却入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 416.0 ／ 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-停止時冷却モード入口ライン分岐部からB-燃料プール冷却入口ライン合流部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水をB-残留熱除去

ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を B-残留熱除去ポンプに供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ４，Ｆ２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し， 406.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ４ 406.4 9.5 400 0.11787 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ２：416.0mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

B-燃料プール冷却入口ライン合流部

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 406.4 ／ 416.0 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-燃料プール冷却入口ライン合流部からB-停止時冷却モード入口ライン合流部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水及び燃料プール

冷却系からの燃料プール水をB-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水を B-残留熱除去ポンプに供給及びサ

プレッションチェンバのプール水を残留熱代替除去ポンプに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ４，Ｆ２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 



125 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，406.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ４ 406.4 9.5 400 0.11787 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ２：416.0mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

B-停止時冷却モード入口ライン合流部

～ 

B-残留熱除去ポンプ

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 517.6 ／ 508.0 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-停止時冷却モード入口ライン合流部からB-残留熱除去ポンプまでを接続する配

管であり，設計基準対象施設として，原子炉再循環系からの炉水，サプレッションチェンバのプ

ール水及び燃料プール冷却系からの燃料プール水をB-残留熱除去ポンプに供給するために設置す

る。 

重大事故等対処設備としては，原子炉再循環系からの炉水及びサプレッションチェンバのプー

ル水を B-残留熱除去ポンプに供給するために設置する。

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。 
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名    称  

B-残留熱除去ポンプ 

～ 

残留熱代替除去ポンプ注水ライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去ポンプから残留熱代替除去ポンプ注水ライン合流部までを接続する

配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより炉水，サプレッションチェンバ

のプール水及び燃料プール水を原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェンバ及び燃

料プールに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより炉水及びサプレッションチェンバのプ

ール水を原子炉圧力容器，ドライウェル及びサプレッションチェンバに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

残留熱代替除去ポンプ注水ライン合流部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，残留熱代替除去ポンプ注水ライン合流部からB-残留熱除去系熱交換器バイパスラ

イン分岐部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより炉水，

サプレッションチェンバのプール水及び燃料プール水を原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレ

ッションチェンバ及び燃料プールに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより炉水及びサプレッションチェンバのプ

ール水を原子炉圧力容器，ドライウェル及びサプレッションチェンバに供給するために設置する。

また，残留熱代替除去ポンプよりサプレッションチェンバのプール水を原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器に供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 



 

132 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

 

名    称  

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部からB-残留熱除去系熱交換器まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより炉水，サプレッショ

ンチェンバのプール水及び燃料プール水を原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェ

ンバ及び燃料プールに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより炉水及びサプレッションチェンバのプ

ール水を原子炉圧力容器，ドライウェル及びサプレッションチェンバに供給するために設置する。

また，残留熱代替除去ポンプよりサプレッションチェンバのプール水を原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器に供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

B-残留熱除去系熱交換器 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去系熱交換器からB-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ド

ライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原

子炉圧力容器及び原子炉格納容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

～ 

B-低圧注水ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部からB-低圧注水ライン分岐部まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ド

ライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原

子炉圧力容器及び原子炉格納容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-低圧注水ライン分岐部

～ 

B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-低圧注水ライン分岐部からB-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及

びサプレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びサプレッションチ

ェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

～ 

弁MV222-11B 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部から弁MV222-11Bまでを接続する

配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給

するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

弁MV222-11B 

～ 

弁AV222-3B 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.4 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302（304） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁MV222-11Bから弁AV222-3Bまでを接続する配管であり，設計基準対象施設として，

B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ４，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ４：10.4MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ４は，接続する原子炉再循環系

の最高使用圧力に合わせ，10.4MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，10.4MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高

使用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧

力容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱

除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径

は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径

と同仕様で設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 ＊1 ＊2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回

るため問題ない。 
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名 称

弁AV222-3B 

～ 

B-停止時冷却モード戻りライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.4 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302（304） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，弁AV222-3BからB-停止時冷却モード戻りライン合流部までを接続する配管であり，

設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設

置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ４，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ４：10.4MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ４は，接続する原子炉再循環系

の最高使用圧力に合わせ，10.4MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，10.4MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃（304℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 ＊1 ＊2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 



 

146 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

 

名    称  

A-停止時冷却戻りライン分岐部 

～ 

A-燃料プール冷却ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-停止時冷却戻りライン分岐部からA-燃料プール冷却ライン分岐部までを接続す

る配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェ

ル及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びドライウェルに冷

却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 



 

148 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

 

名    称  

A-燃料プール冷却ライン分岐部 

～ 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-燃料プール冷却ライン分岐部から原子炉圧力容器ヘッドスプレイライン分岐部

までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器

及びドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びドライウェルに冷

却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 ＊

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称 

A-残留熱除去系ストレーナ

～ 

A-停止時冷却モード入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.427（0.853） ／ 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104（178） ／ 185 

外 径 mm 508.0 ／ 517.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去系ストレーナからA-停止時冷却モード入口ライン合流部までを接続

する配管であり，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をA-残留熱除去

ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を A-残留熱除去ポンプに供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ５，Ｐ２，最高使用温度の設定根拠をＴ３，Ｔ２，外

径の設定根拠をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ５：0.427MPa（0.853MPa）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ５は，サプレッションチェンバ

の最高使用圧力に合わせ，0.427MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉格

納容器の限界圧力に合わせ，0.853MPaとする。 

  Ｐ２：1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ３：104℃（178℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ３は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における A-残留熱除

去系ストレーナの使用温度に合わせ，178℃とする。 

  Ｔ２：185℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名    称  

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部からA-残留熱除去系熱交換器バイ

パスライン合流部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプよ

り原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給する

ために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

原子炉圧力容器ヘッドスプレイライン分岐部 

～ 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，原子炉圧力容器ヘッドスプレイライン分岐部からA-原子炉圧力容器注入ライン分

岐部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力

容器及びドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びドライウェルに冷

却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm － 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部であり，設計基準対象施設として，A-残留熱

除去ポンプより原子炉圧力容器及びドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器及びドライウェルに冷

却水を供給するために設置する。また，低圧原子炉代替注水ポンプより原子炉格納容器に冷却水

を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠  

Ｔ２：185℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 
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名    称  

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部 

～ 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部から低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合

流部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力

容器に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。また，低圧原子炉代替注水ポンプよりドライウェルに冷却水を供給するために設

置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm － 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部であり，設計基準対象施設として，

A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプ及び大量送水車より原子炉圧力容器に冷却

水を供給するために設置する。また，低圧原子炉代替注水ポンプより原子炉圧力容器及びドライ

ウェルに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠  

Ｔ２：185℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 
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名 称

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部 

～ 

原子炉圧力容器 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 ／ 8.62（8.98） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 ／ 302（304） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部から原子炉圧力容器までを接続する

配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給

するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプ，残留熱代替除去ポンプ，低圧原子炉代替

注水ポンプ及び大量送水車より原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，Ｐ１，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ１，外

径の設定根拠をＤ９，Ｄ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

Ｐ１：8.62MPa（8.98MPa） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高使

用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力に合わせ，8.98MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

Ｔ１：302℃（304℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ９ 267.4 12.7 250 0.04600 *1 *2

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 *1 *2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称

B-残留熱除去系ストレーナ

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.427（0.853） ／ 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104（178） ／ 185 

外 径 mm 508.0 ／ 517.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去系ストレーナからB-停止時冷却モード入口ライン合流部までを接続

する配管であり，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をB-残留熱除去

ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を B-残留熱除去ポンプ及び

残留熱代替除去ポンプに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ５，Ｐ２，最高使用温度の設定根拠をＴ３，Ｔ２，外

径の設定根拠をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ５：0.427MPa（0.853MPa）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ５は，サプレッションチェンバ

の最高使用圧力に合わせ，0.427MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界圧力に合わせ，0.853MPaとする。 

Ｐ２：1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ３：104℃（178℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ３は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における B-残留熱除

去系ストレーナの使用温度に合わせ，178℃とする。 

Ｔ２：185℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名    称  

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部からB-残留熱除去系熱交換器バイ

パスライン合流部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよ

り原子炉圧力容器，ドライウェル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給する

ために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

B-低圧注水ライン分岐部 

～ 

B-ドライウェルスプレイライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-低圧注水ライン分岐部からB-ドライウェルスプレイライン分岐部までを接続す

る配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェ

ル，サプレッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器，ドライウェル及びサ

プレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原

子炉圧力容器及び原子炉格納容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-ドライウェルスプレイライン分岐部

～ 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン

合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-ドライウェルスプレイライン分岐部から低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続

口（西）注水ライン合流部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去

ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン

合流部 

～ 

原子炉圧力容器 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 ／ 8.62（8.98） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 ／ 302（304） 

外 径 mm 355.6 ／ 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部から原子炉圧力

容器までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプより原子炉圧力

容器に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプ及び大量送水車より原子炉圧力容器に冷却

水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，Ｐ１，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ１，外

径の設定根拠をＤ７，Ｄ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

Ｐ１：8.62MPa（8.98MPa） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高使

用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力に合わせ，8.98MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

Ｔ１：302℃（304℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mm，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *1

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 *1 *2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称

C-残留熱除去系ストレーナ

～ 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.427（0.853） ／ 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104（178） ／ 100（120） 

外 径 mm 508 ／ 517.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，C-残留熱除去系ストレーナから高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部まで

を接続する配管であり，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をC-残留

熱除去ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を C-残留熱除去ポンプ及び

高圧原子炉代替注水ポンプに供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ５，Ｐ２，最高使用温度の設定根拠をＴ３，Ｔ４，外

径の設定根拠をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ５：0.427MPa（0.853MPa）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ５は，サプレッションチェンバ

の最高使用圧力に合わせ，0.427MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界圧力に合わせ，0.853MPaとする。 

Ｐ２：1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ３：104℃（178℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ３は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における C-残留熱除

去系ストレーナの使用温度に合わせ，178℃とする。 

Ｔ４：100（120）℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ４は，原子炉冷却材喪失時のサ

プレッションプールの温度を上回る温度とし，100℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性評価解析

（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の事故シーケンスグループ（全交流動力電源喪失）

より約 ℃であり，これを上回る温度とし，120℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部 

～ 

C-残留熱除去ポンプ

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100（116） 

外 径 mm 517.6 ／ 508.0 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部からC-残留熱除去ポンプまでを接続

する配管であり，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をC-残留熱除去

ポンプに供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を C-残留熱除去ポンプに供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ５，外径の設定根拠

をＤ５，Ｆ３として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復

水輸送系に合わせ，1.37MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，1.37MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ５：100℃（116℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ５は，原子炉冷却材喪失時のサ

プレッションプールの温度を上回る温度とし，100℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，C-残留熱除去ポンプの最高使用温

度に合わせ，116℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，508.0mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ５ 508.0 9.5 500 0.18781 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ３：517.6mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。



176 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

名 称 高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 120 

外 径 mm 466.8 ／ 457.2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，高圧原子炉代替注水ポンプ入口ライン分岐部であり，重大事故等対処設備として，

サプレッションチェンバのプール水を高圧原子炉代替注水ポンプに供給するために設置する。

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ６，外径の設定根拠

をＤ１０，Ｆ４として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ２：1.37MPa

重大事故等対処設備として使用する本主配管の圧力Ｐ２は，配管洗浄時に使用する復水輸送

系に合わせ，1.37MPaとする。 



177 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ６：120℃

重大事故等対処設備として使用する本主配管の温度Ｔ６は，重大事故等時における高圧原子

炉代替注水系使用時のサプレッションプールの温度に合わせ，120℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水であ

るため，エロ―ジョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの淡水の実績に基づい

た標準流速を目安に選定し，457.2mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１０ 457.2 9.5 450 0.15081 *

注記＊：高圧原子炉代替注水ポンプの定格流量 

(2) 継手

Ｆ４：466.8mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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名 称

C-残留熱除去ポンプ

～ 

原子炉圧力容器 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 ／ 8.62（8.98） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100（116） ／ 302（304） 

外 径 mm 355.6 ／ 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，C-残留熱除去ポンプから原子炉圧力容器までを接続する配管であり，設計基準対

象施設として，C-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，C-残留熱除去ポンプより原子炉圧力容器に冷却水を供給するた

めに設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，Ｐ１，最高使用温度の設定根拠をＴ５，Ｔ1，外径

の設定根拠をＤ７，Ｄ８として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

Ｐ１：8.62MPa（8.98MPa） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高使

用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力に合わせ，8.98MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ５：100℃（116℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ５は，原子炉冷却材喪失時のサ

プレッションプールの温度を上回る温度とし，100℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，C-残留熱除去ポンプの最高使用温

度に合わせ，116℃とする。 

Ｔ１：302℃（304℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高使

用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度に合わせ，304℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mm，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *1

Ｄ８ 267.4 18.2 250 0.04191 *1 *2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部

～ 

A-格納容器代替スプレイライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-原子炉圧力容器注入ライン分岐部からA-格納容器代替スプレイライン合流部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプよりドライウェルに冷

却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプ及び低圧原子炉代替注水ポンプよりドライ

ウェルに冷却水を供給するために設置する。

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 



182 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

名 称

A-格納容器代替スプレイライン合流部

～ 

A-ドライウェルスプレイ管

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-格納容器代替スプレイライン合流部からA-ドライウェルスプレイ管までを接続

する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプよりドライウェルに冷却水を供

給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプ，低圧原子炉代替注水ポンプ及び大量送水

車よりドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称 A-格納容器代替スプレイライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 77.0 ／ 69.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-格納容器代替スプレイライン合流部であり，重大事故等対処設備として，大量

送水車よりドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＦ５，Ｆ６として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，残留熱除去ポンプ吐出側の最高使

用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，残留熱除去系隔離解除原子炉圧力

MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(2) 継手

Ｆ５：77.0mm

管台の管接続部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。

Ｆ６：69.3mm 

管台の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。 
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名 称

B-ドライウェルスプレイライン分岐部

～ 

B-燃料プール冷却ライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-ドライウェルスプレイライン分岐部からB-燃料プール冷却ライン分岐部までを

接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライウェル，サプレ

ッションチェンバ及び燃料プールに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりドライウェル及びサプレッションチェ

ンバに冷却水を供給するために設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-燃料プール冷却ライン分岐部

～ 

B-サプレッションプール冷却ライン分岐部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-燃料プール冷却ライン分岐部からB-サプレッションプール冷却ライン分岐部ま

でを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライウェル及び

サプレッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりドライウェル及びサプレッションチェ

ンバに冷却水を供給するために設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器に冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-サプレッションプール冷却ライン分岐部

～ 

残留熱代替除去系原子炉注水ライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-サプレッションプール冷却ライン分岐部から残留熱代替除去系原子炉注水ライ

ン分岐部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライ

ウェルに冷却水を供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりドライウェルに冷却水を供給するため

に設置する。また，残留熱代替除去ポンプより原子炉圧力容器及び原子炉格納容器に冷却水を供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

残留熱代替除去系原子炉注水ライン分岐部 

～ 

残留熱代替除去系スプレイライン分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，残留熱代替除去系原子炉注水ライン分岐部から残留熱代替除去系スプレイライン

分岐部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライウ

ェルに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプ及び残留熱代替除去ポンプよりドライウェ

ルに冷却水を供給するために設置する。

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名    称  

残留熱代替除去系スプレイライン分岐部 

～ 

B-格納容器代替スプレイライン合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 

外     径  mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，残留熱代替除去系スプレイライン分岐部からB-格納容器代替スプレイライン合流

部までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライウェル

に冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりドライウェルに冷却水を供給するため

に設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称

B-格納容器代替スプレイライン合流部

～ 

B-ドライウェルスプレイ管

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-格納容器代替スプレイライン合流部からB-ドライウェルスプレイ管までを接続

する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりドライウェルに冷却水を供

給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプ，残留熱代替除去ポンプ及び大量送水車よ

りドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＤ７として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい残留熱除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留

熱除去ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるた

め，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準

対象施設の外径と同仕様で設計し，355.6mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ７ 355.6 15.1 350 0.08316 *

注記＊：残留熱除去ポンプの定格流量 
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名 称 B-格納容器代替スプレイライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外 径 mm 77.0 ／ 69.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-格納容器代替スプレイライン合流部であり，重大事故等対処設備として，残留

熱代替除去ポンプ及び大量送水車よりドライウェルに冷却水を供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根拠

をＦ５，Ｆ６として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，残留熱除去ポンプ吐出側の最高使

用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，残留熱除去系隔離解除原子炉圧力

MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(2) 継手

Ｆ５：77.0mm

管台の管接続部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。

Ｆ６：69.3mm 

管台の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。 
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名 称

A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

～ 

サプレッションチェンバスプレイ管

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 ／ 104（200） 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部からサプレッションチェンバス

プレイ管までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプよりサプレ

ッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプよりサプレッションチェンバに冷却水を供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ７，外径の設

定根拠をＤ１１として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

Ｔ７：104℃（200℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ７は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界温度に合わせ，200℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプによるサプレッションチェンバスプレイ容量を基に設定しており，重大事故等時に

使用する残留熱除去ポンプによるサプレッションチェンバスプレイ容量が設計基準対象施設

として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基

づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計し，114.3mm

とする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１１ 114.3 8.6 100 0.00741 *

注記＊：サプレッションプール水冷却モード時の設計流量 



202 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

名 称

B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部

～ 

サプレッションチェンバスプレイ管

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 ／ 104（200） 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部からサプレッションチェンバス

プレイ管までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりサプレ

ッションチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりサプレッションチェンバに冷却水を供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ７，外径の設

定根拠をＤ１１として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPa の飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

Ｔ７：104℃（200℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ７は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界温度に合わせ，200℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプによるサプレッションチェンバスプレイ容量を基に設定しており，重大事故等時に

使用する残留熱除去ポンプによるサプレッションチェンバスプレイ容量が設計基準対象施設

として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基

づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計し，114.3mm

とする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１１ 114.3 8.6 100 0.00741 *

注記＊：サプレッションプール水冷却モード時の設計流量 
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名 称

A-サプレッションプール冷却ライン分岐部

～ 

A-サプレッションチェンバ内放出管

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 ／ 0.427（0.853） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 ／ 104（178） 

外 径 mm 267.4 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，A-サプレッションプール冷却ライン分岐部からA-サプレッションチェンバ内放出

管までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，A-残留熱除去ポンプよりサプレッショ

ンチェンバに冷却水を供給するために設置する。

重大事故等対処設備としては，A-残留熱除去ポンプよりサプレッションチェンバに冷却水を供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，Ｐ５，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ３，外

径の設定根拠をＤ９，Ｄ１２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ３：3.92MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

  Ｐ５：0.427MPa（0.853MPa） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ５は，サプレッションチェンバ

の最高使用圧力に合わせ，0.427MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界圧力に合わせ，0.853MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

  Ｔ３：104℃（178℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ３は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性評価解析

（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において残留熱除去系の使用時におけるサプレッシ

ョンチェンバのプール水の温度が最大となる事故シーケンスグループ（全交流動力電源喪失）

により ℃であり，これを上回る温度とし，178℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ９ 267.4 12.7 250 0.04600 *1 *2

Ｄ１２ 267.4 9.3 250 0.04862 *1 *2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 



 

206 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
0 

 

名    称  

B-サプレッションプール冷却ライン分岐部 

～ 

B-サプレッションチェンバ内放出管 

最 高 使 用 圧 力  MPa 3.92 ／ 0.427（0.853） 

最 高 使 用 温 度  ℃ 185 ／ 104（178） 

外     径  mm 267.4 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

本主配管は，B-サプレッションプール冷却ライン分岐部からB-サプレッションチェンバ内放出

管までを接続する配管であり，設計基準対象施設として，B-残留熱除去ポンプよりサプレッショ

ンチェンバに冷却水を供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，B-残留熱除去ポンプよりサプレッションチェンバに冷却水を供

給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ３，Ｐ５，最高使用温度の設定根拠をＴ２，Ｔ３，外

径の設定根拠をＤ９，Ｄ１２として下記に示す。 

残留熱除去系主配管の設計仕様を表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ３：3.92MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ３は，残留熱除去ポンプ吐出側

の最高使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，3.92MPaとする。 

 

  Ｐ５：0.427MPa（0.853MPa） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ５は，サプレッションチェンバ

の最高使用圧力に合わせ，0.427MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉格納

容器の限界圧力に合わせ，0.853MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：185℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ２は，残留熱除去系隔離解除原

子炉圧力 MPaの飽和温度 ℃を上回る温度とし，185℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，185℃とする。 

  Ｔ３：104℃（178℃） 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ３は，サプレッションチェンバ

の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性評価解析

（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において残留熱除去系の使用時におけるサプレッシ

ョンチェンバのプール水の温度が最大となる事故シーケンスグループ（全交流動力電源喪失）

により ℃であり，これを上回る温度とし，178℃とする。  

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱除

去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する残留熱除去ポンプの容量が設

計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メー

カ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で

設計し，267.4mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ９ 267.4 12.7 250 0.04600 *1 *2

Ｄ１２ 267.4 9.3 250 0.04862 *1 *2

注記＊1：残留熱除去ポンプの定格流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その１） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

停止時冷却モード入口

ライン分岐部 

～ 

弁MV222-6 

8.62 

（8.98＊） 
Ｐ１ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 

457.2 Ｄ１ 

457.2 ― 

457.2 Ｄ１ 

457.2 ― 

弁MV222-6 

～ 

弁MV222-7 

8.62 

（8.98＊） 
Ｐ１ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 457.2 Ｄ１ 

弁MV222-7 

～ 

B-停止時冷却モード入

口ライン分岐部 1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

558.8 

/457.2 
― 

558.8 Ｄ２ 

558.8 ― 

568.4 Ｆ１ 

B-停止時冷却モード入

口ライン分岐部 

～ 

A-燃料プール冷却入口

ライン合流部 1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

568.4 Ｆ１ 

558.8 Ｄ３ 

558.8 

/406.4 
― 

406.4 Ｄ４ 

406.4 ― 

A-燃料プール冷却入口

ライン合流部 

～ 

A-停止時冷却モード入

口ライン合流部 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

406.4 

/406.4 

/216.3 

― 

406.4 Ｄ４ 

416.0 Ｆ２ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その２） 

名    称 

最高使用圧力

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

A-停止時冷却モード入口ラ

イン合流部 

～ 

A-残留熱除去ポンプ 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

517.6 Ｆ３ 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

残留熱代替除去ポンプ入口

ライン分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却入口ライ

ン合流部 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

216.3 

/216.3 

/216.3 

― 

216.3 Ｄ６ 

216.3 ― 

A-残留熱除去ポンプ 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン分岐部 
3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

A-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン分岐部 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

A-残留熱除去系熱交換器 

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

A-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン合流部 

～ 

A-停止時冷却戻りライン分

岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その３） 

名    称 

最高使用圧力

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

A-停止時冷却戻りライン分

岐部 

～ 

A-サプレッションプール冷

却ライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

A-サプレッションプール冷

却ライン分岐部 

～ 

A-サプレッションチェンバ

スプレイライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

A-サプレッションチェンバ

スプレイライン分岐部 

～ 

弁MV222-11A 
3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

355.6 

/267.4 
― 

弁MV222-11A 

～ 

弁AV222-3A 
10.4 Ｐ４ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 267.4 Ｄ８ 

弁AV222-3A 

～ 

A-停止時冷却モード戻りラ

イン合流部 

10.4 Ｐ４ 
302 

（304＊） 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ８ 

267.4 Ｄ８ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その４） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

B-停止時冷却モード入口

ライン分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却入口ラ

イン合流部 
1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

416.0 Ｆ２ 

406.4 Ｄ４ 

406.4 Ｄ４ 

406.4 ― 

B-燃料プール冷却入口ラ

イン合流部 

～ 

B-停止時冷却モード入口

ライン合流部 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

406.4 

/406.4 

/216.3 

― 

406.4 Ｄ４ 

416.0 Ｆ２ 

B-停止時冷却モード入口

ライン合流部 

～ 

B-残留熱除去ポンプ 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

517.6 Ｆ３ 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

B-残留熱除去ポンプ 

～ 

残留熱代替除去ポンプ注

水ライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

残留熱代替除去ポンプ注

水ライン合流部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器

バイパスライン分岐部 3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

355.6 ― 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 
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表3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その５） 

名    称 

最高使用圧力

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

B-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン分岐部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

B-残留熱除去系熱交換器 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン合流部 
3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

B-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン合流部 

～ 

B-低圧注水ライン分岐部 
3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

B-低圧注水ライン分岐部 

～ 

B-サプレッションチェンバ

スプレイライン分岐部 3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

B-サプレッションチェンバ

スプレイライン分岐部 

～ 

弁MV222-11B 3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

355.6 

/267.4 
― 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その６） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

弁MV222-11B 

～ 

弁AV222-3B 

10.4 Ｐ４ 
302 

（304＊） 
Ｔ１ 267.4 Ｄ８ 

弁AV222-3B 

～ 

B-停止時冷却モード戻

りライン合流部 

10.4 Ｐ４ 
302 

（304＊） 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ８ 

267.4 Ｄ８ 

A-停止時冷却戻りライ

ン分岐部 

～ 

A-燃料プール冷却ライ

ン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

A-燃料プール冷却ライ

ン分岐部 

～ 

原子炉圧力容器ヘッド

スプレイライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

A-残留熱除去系ストレ

ーナ 

～ 

A-停止時冷却モード入

口ライン合流部 

0.427 

（0.853＊） 
Ｐ５ 

104 

（178＊） 
Ｔ３ 

508.0 

/508.0 

/508.0 

― 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

517.6 Ｆ３ 

A-残留熱除去系熱交換

器バイパスライン分岐

部 

～ 

A-残留熱除去系熱交換

器バイパスライン合流

部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 355.6 Ｄ７ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その７） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

原子炉圧力容器ヘッドス

プレイライン分岐部 

～ 

A-原子炉圧力容器注入ラ

イン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 ― 

355.6 Ｄ７ 

A-原子炉圧力容器注入ラ

イン分岐部 3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

A-原子炉圧力容器注入ラ

イン分岐部 

～ 

低圧原子炉代替注水ポン

プ注水ライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

低圧原子炉代替注水ポン

プ注水ライン合流部 3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

低圧原子炉代替注水ポン

プ注水ライン合流部 

～ 

原子炉圧力容器 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/267.4 
― 

267.4 Ｄ９ 

267.4 ― 

8.62 

（8.98＊） 
Ｐ１ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 

267.4 ― 

267.4 Ｄ８ 

B-残留熱除去系ストレー

ナ 

～ 

B-停止時冷却モード入口

ライン合流部 

0.427 

（0.853＊） 
Ｐ５ 

104 

（178＊） 
Ｔ３ 

508.0 

/508.0 

/508.0 

― 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

1.37 Ｐ２ 185 Ｔ２ 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

517.6 Ｆ３ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その８） 

名    称 
最高使用圧力(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

B-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン分岐部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バ

イパスライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 355.6 Ｄ７ 

B-低圧注水ライン分岐部 

～ 

B-ドライウェルスプレイラ

イン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

B-ドライウェルスプレイラ

イン分岐部 

～ 

低圧原子炉代替注水系（可搬

型）接続口（西）注水ライン

合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

低圧原子炉代替注水系（可搬

型）接続口（西）注水ライン

合流部 

～ 

原子炉圧力容器 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/267.4 
― 

8.62 

（8.98＊） 
Ｐ１ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ８ 

267.4 ― 

C-残留熱除去系ストレーナ 

～ 

高圧原子炉代替注水ポンプ

入口ライン分岐部 

0.427 

（0.853＊） 
Ｐ５ 

104 

（178＊） 
Ｔ３ 

508.0 

/508.0 

/508.0 

― 

508.0 Ｄ５ 

508.0 ― 

1.37 Ｐ２ 
100 

（120＊） 
Ｔ４ 

508.0 Ｄ５ 

517.6 Ｆ３ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その９） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

高圧原子炉代替注水ポン

プ入口ライン分岐部 

～ 

C-残留熱除去ポンプ 

1.37 Ｐ２ 
100 

（116＊） 
Ｔ５ 

517.6 Ｆ３ 

508.0 Ｄ５ 

高圧原子炉代替注水ポン

プ入口ライン分岐部 
1.37＊ Ｐ２ 120＊ Ｔ６ 

466.8 Ｆ４ 

457.2 Ｄ１０ 

C-残留熱除去ポンプ 

～ 

原子炉圧力容器 

3.92 Ｐ３ 
100 

（116＊） 
Ｔ５ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

355.6 

/355.6 

/－ 

― 

355.6 

/267.4 
― 

8.62 

（8.98＊） 
Ｐ１ 

302 

（304＊） 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ８ 

267.4 ― 

A-原子炉圧力容器注入ラ

イン分岐部 

～ 

A-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 ― 

A-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 

～ 

A-ドライウェルスプレイ

管 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 355.6 Ｄ７ 

A-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 
3.92＊ Ｐ３ 185＊ Ｔ２ 

77.0 Ｆ５ 

69.3 Ｆ６ 

B-ドライウェルスプレイ

ライン分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却ライン

分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 ― 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/216.3 

― 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その１０） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

B-燃料プール冷却ライン

分岐部 

～ 

B-サプレッションプール

冷却ライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/267.4 

― 

B-サプレッションプール

冷却ライン分岐部 

～ 

残留熱代替除去系原子炉

注水ライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/165.2 

― 

残留熱代替除去系原子炉

注水ライン分岐部 

～ 

残留熱代替除去系スプレ

イライン分岐部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 

355.6 Ｄ７ 

355.6 

/355.6 

/165.2 

― 

残留熱代替除去系スプレ

イライン分岐部 

～ 

B-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 355.6 Ｄ７ 

B-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 

～ 

B-ドライウェルスプレイ

管 

3.92 Ｐ３ 185 Ｔ２ 355.6 Ｄ７ 

B-格納容器代替スプレイ

ライン合流部 
3.92＊ Ｐ３ 185＊ Ｔ２ 

77.0 Ｆ５ 

69.3 Ｆ６ 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その１１） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッションチ

ェンバスプレイライ

ン分岐部 

～ 

サプレッションチェ

ンバスプレイ管 
3.92 Ｐ３ 

185 Ｔ２ 

216.3 

/114.3 
― 

114.3 ― 

114.3 Ｄ１１ 

114.3 

/114.3 

/－ 

― 

104 

(200＊) 
Ｔ７ 

114.3 Ｄ１１ 

114.3 

/114.3 

/－ 

― 

B-サプレッションチ

ェンバスプレイライ

ン分岐部 

～ 

サプレッションチェ

ンバスプレイ管 

3.92 Ｐ３ 

185 Ｔ２ 

216.3 

/114.3 
― 

114.3 Ｄ１１ 

104 

(200＊) 
Ｔ７ 

114.3 Ｄ１１ 

114.3 ― 

A-サプレッションプ

ール冷却ライン分岐

部 

～ 

A-サプレッションチ 

ェンバ内放出管 

3.92 Ｐ３ 

185 Ｔ２ 

355.6 

/267.4 
― 

267.4 Ｄ９ 

267.4 ― 

104 

(178＊) 
Ｔ３ 267.4 Ｄ９ 

0.427 

（0.853＊） 
Ｐ５ 

104 

(178＊) 
Ｔ３ 

267.4 Ｄ１２ 

267.4 

/267.4 

/－ 

― 

267.4 ― 

267.4 ― 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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表 3.1－1 残留熱除去系主配管の設計仕様表（その１２） 

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

残
留
熱
除
去
系 

B-サプレッションプ

ール冷却ライン分岐

部 

～ 

B-サプレッションチ

ェンバ内放出管 

3.92 Ｐ３ 

185 Ｔ２ 
267.4 Ｄ９ 

267.4 ― 

104 

(178＊) 
Ｔ３ 

267.4 Ｄ９ 

267.4 

/－ 

/267.4 

― 

267.4 ― 

0.427 

（0.853＊） 
Ｐ５ 

104 

(178＊) 
Ｔ３ 

267.4 

/267.4 

/－ 

― 

267.4 Ｄ１２ 

267.4 Ｄ１２ 

267.4 

/267.4 

/－ 

― 

267.4 ― 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 
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第4-3-1-2-1～13図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系） 別紙1 

工事計画抜粋 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

停止時冷却モード入口ライン分岐

部 

～ 

弁MV222-6＊2 

8.62＊3 302 

457.2 29.4＊1 SUS316TP 

残
留
熱
除
去
系 

変 更 な し 
変更なし 

8.98＊4 

変更なし 

304＊4 
変 更 な し 

1 

457.2＊5 34.9＊1，＊5 SUS316TP＊5 2 

457.2 29.4＊1 STS42 3 

457.2＊5 34.9＊1，＊5 STS42＊5 4 

弁MV222-6 

～ 

弁MV222-7＊2 

8.62＊3 302 457.2 29.4＊1 STS42 

弁MV222-6 

～ 

弁MV222-7＊6 

変更なし 

8.98＊4 

変更なし 

304＊4 
変 更 な し 5 

弁MV222-7 

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン分

岐部＊2 

1.37＊3 185 

558.8 

/457.2 

＊7(9.5＊1) 

/ ＊7(9.5＊1) 
SM41C 

変 更 な し 

6 

558.8 ＊7(9.5＊1) SM41C 7 

558.8＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 8 

568.4 ＊7(14.3＊1) SM41C 9 

B-停止時冷却モード入口ライン分

岐部 

～ 

A-燃料プール冷却入口ライン合流

部＊2 

1.37＊3 185 

568.4 ＊7(14.3＊1) SM41C 

変 更 な し 

10 

558.8 ＊7(9.5＊1) SM41C 11 

558.8 

/406.4 

＊7(9.5＊1) 

/ ＊7(9.5＊1) 
SM41C 12 

406.4 9.5＊1 STPT42 13 

406.4＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 14 

A-燃料プール冷却入口ライン合流

部 

～ 

A-停止時冷却モード入口ライン合

流部＊2 

1.37＊3 185 

406.4 

/406.4 

/216.3＊8 

12.7＊1 

/12.7＊1 

/8.2＊1，＊8 

STPT42 

変 更 な し 

15 

406.4 ＊7(9.5＊1) SM41C 16 

416.0 ＊7(14.3＊1) SM41C 17 

A-停止時冷却モード入口ライン合

流部 

～ 

A-残留熱除去ポンプ＊2

1.37＊3 185 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C A-停止時冷却モード入口ライン合

流部 

～ 

A-残留熱除去ポンプ＊9

変 更 な し 

18 

508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 19 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 20 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

弁V222-10 

～ 

燃料プール冷却入口ライン合流部 

＊8

1.37＊3 66 

216.3 8.2 STPT410 

残
留
熱
除
去
系 

変 更 な し 

― 

216.3 8.2 STPT42 ― 

燃料プール冷却入口ライン合流部 

～ 

A-燃料プール冷却入口ライン合流

部＊8 

1.37＊3 

66 216.3 8.2 STPT42 

変 更 な し 

― 

185 
216.3 8.2 STPT42 ― 

216.3＊5 8.2＊5 STPT42＊5 ― 

燃料プール冷却入口ライン合流部 

～ 

残留熱代替除去ポンプ入口ライン

分岐部＊8 

1.37＊3 

66 216.3 8.2 STPT42 

変 更 な し 

― 

185 
216.3 8.2 STPT42 ― 

216.3 8.2 STPT410 ― 

残留熱代替除去ポンプ入口ライン

分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却入口ライン合流

部＊8 

1.37＊3 185 

― 

残留熱代替除去ポンプ入口ライン

分岐部 

～ 

B-燃料プール冷却入口ライン合流

部＊10 

変 更 な し 

216.3 

/216.3 

/216.3 

8.2 

/8.2 

/8.2 

STPT410 21 

216.3 8.2 STPT42 
変 更 な し 

22 

216.3＊5 8.2＊5 STPT42＊5 23 

A-残留熱除去ポンプ

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部＊11

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 A-残留熱除去ポンプ

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部＊9

変 更 な し 

24 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 25 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0 

/19.0

/－ 

STS42 26 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0 

/19.0 

/19.0 

STS42 27 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

A-残留熱除去系熱交換器＊11

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 
A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

A-残留熱除去系熱交換器＊9

変 更 な し 

28 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 29 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

A-残留熱除去系熱

交換器 

～ 

A-残留熱除去系熱

交換器バイパスラ

イン合流部＊12，＊13

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

A-残留熱除去系熱

交換器 

～ 

A-残留熱除去系熱

交換器バイパスラ

イン合流部＊9

変 更 な し 

30 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 31 

A-残留熱除去系熱

交換器バイパスラ

イン合流部

～ 

A-停止時冷却戻り

ライン分岐部＊12，

＊13

3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0 

/19.0 

/19.0 

STS42 

A-残留熱除去系熱

交換器バイパスラ

イン合流部

～ 

A-停止時冷却戻り

ライン分岐部＊9

変 更 な し 

32 

355.6 15.1 STS42 33 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 34 

A-停止時冷却戻り

ライン分岐部

～ 

A-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部＊12，＊13 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 A-停止時冷却戻り

ライン分岐部

～ 

A-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部＊14 

変 更 な し 

35 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 36 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0 

/19.0 

/19.0 

STS42 37 
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4 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部 

～ 

A-サプレッション

チェンバスプレイ

ライン分岐部＊12，＊13 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッショ

ンプール冷却ラ

イン分岐部 

～ 

A-サプレッショ

ンチェンバスプ

レイライン分岐

部＊15 

変 更 な し 

38 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

STS42 39 

A-サプレッション

チェンバスプレイ

ライン分岐部 

～ 

弁MV222-11A＊12，＊13 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

変 更 な し 

40 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0 

/19.0 

/－ 

STS42 41 

355.6 

/267.4 

19.0 

/15.1 
STS42 42 

弁MV222-11A 

～ 

弁AV222-3A＊12，＊13 

10.4＊3 302 267.4 18.2 STS42 

弁MV222-11A 

～ 

弁AV222-3A＊6 

変更なし 
変更なし 

304＊4 
変 更 な し 43 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

弁AV222-3A 

～ 

A-停止時冷却モ

ード戻りライン

合流部 

＊12，＊13

10.4＊3 302 

267.4 18.2＊1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

変 更 な し 
変更なし 

304＊4 
変 更 な し 

44 

267.4 18.2＊1 SUS316TP 45 

B-停止時冷却モ

ード入口ライン

分岐部 

～ 

B-燃料プール冷

却入口ライン合

流部＊16，＊17 

1.37＊3 185 

416.0 ＊7(14.3＊1) SM41C 

変 更 な し 

46 

406.4 ＊7(9.5＊1) SM41C 47 

406.4 9.5＊1 STPT42 48 

406.4＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 49 

B-燃料プール冷

却入口ライン合

流部 

～ 

B-停止時冷却モ

ード入口ライン

合流部＊16，＊17 

1.37＊3 185 

406.4 

/406.4 

/216.3＊8 

12.7＊1

/12.7＊1

/8.2＊1，＊8 

STPT42 

B-燃料プール

冷却入口ライ

ン合流部

～ 

B-停止時冷却

モード入口ラ

イン合流部＊10

変 更 な し 

50 

406.4 ＊7(9.5＊1) SM41C 51 

416.0 ＊7(14.3＊1) SM41C 52 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

B-停止時冷却モード入口ライン合

流部 

～ 

B-残留熱除去ポンプ＊16，＊17

1.37＊3 185 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C 

残
留
熱
除
去
系 

B-停止時冷却モード入口ライン合

流部 

～ 

B-残留熱除去ポンプ＊9

変 更 な し 

53 

508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 54 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 55 

B-残留熱除去ポンプ

～ 

残留熱代替除去ポンプ注水ライン

合流部＊18 
3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 B-残留熱除去ポンプ

～ 

残留熱代替除去ポンプ注水ライン

合流部＊9 

変 更 な し 

56 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 57 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0＊1 

/19.0＊1

/－ 

STS42 58 

残留熱代替除去ポンプ注水ライン

合流部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部＊18 3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/－ 

STS42 

残留熱代替除去ポンプ注水ライン

合流部 

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部＊19
変 更 な し 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

変 更 

な し 
59 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 

変 更 な し 

60 

355.6 15.1＊1 STS42 61 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0＊1

/19.0＊1

/19.0＊1 

STS42 62 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

B-残留熱除去系熱交換器＊18

3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 
B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

B-残留熱除去系熱交換器＊19

変 更 な し 

63 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 64 

B-残留熱除去系熱交換器

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊20，＊21

3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 
B-残留熱除去系熱交換器

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊19

変 更 な し 

65 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 66 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部

～ 

B-低圧注水ライン分岐部＊20，＊21

3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/19.0＊1 

STS42 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部

～ 

B-低圧注水ライン分岐部＊19

変 更 な し 

67 

355.6 15.1＊1 STS42 68 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 69 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/－ 

STS42 70 



S2 補 4-3-1-2-1～13 R0 

7 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

B-低圧注水ライン分

岐部 

～ 

B-サプレッションチ

ェンバスプレイライ

ン分岐部＊20，＊21

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

B-低圧注水ライン

分岐部 

～ 

B-サプレッション

チェンバスプレイ

ライン分岐部＊15

変 更 な し 

71 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 72 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

STS42 73 

B-サプレッションチ

ェンバスプレイライ

ン分岐部

～ 

弁MV222-11B＊20，＊21 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

変 更 な し 

74 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 75 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0 

/19.0 

/－ 

STS42 76 

355.6 

/267.4 

19.0 

/15.1 
STS42 77 

弁MV222-11B 

～ 

弁AV222-3B＊20，＊21 

10.4＊3 302 267.4 18.2 STS42 

弁MV222-11B 

～ 

弁AV222-3B＊6 

変更なし 
変更なし 

304＊4 
変 更 な し 78 

弁AV222-3B 

～ 

B-停止時冷却モード

戻りライン合流部 

＊20，＊21

10.4＊3 302 

267.4 18.2 STS42 

変 更 な し 
変更なし 

304＊4 
変 更 な し 

79 

267.4 18.2 SUS316TP 80 
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S2
 補

 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

A-停止時冷却戻りライン分岐部

～ 

A-燃料プール冷却ライン分岐部
＊22，＊23

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

A-停止時冷却戻りライン分岐部

～ 

A-燃料プール冷却ライン分岐部＊24 変 更 な し 

81 

355.6 

/355.6 

/216.3＊8 

19.0 

/19.0 

/12.7＊8 

STS42 82 

A-燃料プール冷却ライン分岐部

～ 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイラ

イン分岐部＊22，＊23

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 A-燃料プール冷却ライン分岐部

～ 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイラ

イン分岐部＊24

変 更 な し 

83 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

STS42 84 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイラ

イン分岐部

～ 

弁MV222-14＊22，＊23 3.92＊3 185 

216.3 

/114.3 

12.7 

/8.6 
STPT42 

変 更 な し 

― 

114.3 8.6 STPT42 ― 

114.3＊5 8.6＊5 STPT42＊5 ― 

114.3 

/114.3 

/－ 

8.6 

/8.6 

/－ 

STPT42 ― 

8.62＊3 302 114.3 11.1 STPT42 ― 

弁MV222-14 

～ 

弁V222-7＊22，＊23 

8.62＊3 302 114.3 11.1 STS42 

弁MV222-14 

～ 

弁V222-7＊6 

変 更 な し ― 

弁V222-7 

～ 

原子炉圧力容器＊22，＊23 

8.62＊3 302 

114.3 11.1 STS42 

変 更 な し 

― 

165.2 

/114.3 

14.3 

/11.1 
STS42 ― 

A-燃料プール冷却ライン分岐部

～ 

B-燃料プール冷却ライン合流部＊8

3.92＊3 185 

216.3 10.3 STPT42 

変 更 な し 

― 

216.3＊5 12.7＊5 STPT42＊5 ― 

B-燃料プール冷却ライン合流部

～ 

弁V222-13＊8 

3.92＊3 185 

216.3 

/216.3 

/216.3 

12.7 

/12.7 

/12.7 

STPT42 

変 更 な し 

― 

216.3 10.3 STPT42 ― 

216.3 

/216.3 

/－ 

12.7 

/12.7 

/－ 

STPT410 ― 
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S2
 補

 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

A-残留熱除去系ストレーナ

～ 

A-停止時冷却モード入口ライン合

流部＊25

0.427 

104 

508.0 

/508.0 

/508.0 

15.1＊1 

/15.1＊1 

/15.1＊1 

STS42 

残
留
熱
除
去
系 

A-残留熱除去系ストレーナ

～ 

A-停止時冷却モード入口ライン合

流部＊9 

変更なし 

0.853＊4 

変更なし 

178＊4 

変 更 な し 

85 

0.427＊3 
508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 86 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 87 

1.37＊3 185 

508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 

変 更 な し 

88 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 89 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C 90 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊26

3.92＊3 185 355.6 15.1＊1 STS42 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

A-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊27

変 更 な し 91 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイラ

イン分岐部

～ 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部＊28，＊29 

3.92＊3 185 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 

原子炉圧力容器ヘッドスプレイラ

イン分岐部

～ 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部＊24 

変 更 な し 

92 

355.6 15.1＊1 STS42 93 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部＊28，＊29 3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/19.0＊1 

STS42 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部＊30 変 更 な し 94 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部 

～ 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部＊28，＊29

3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部 

～ 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部＊31

変 更 な し 

95 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 96 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部＊28，＊29 3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/－ 

STS42 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部＊32 変 更 な し 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

変 更 

な し 
97 
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S2
 補

 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部

～ 

原子炉圧力容器＊28，＊29 

3.92＊3 185 

355.6 

/267.4 

19.0＊1 

/15.1＊1 
STS42 

残
留
熱
除
去
系 

低圧原子炉代替注水ポンプ注水ラ

イン合流部

～ 

原子炉圧力容器＊33 

変 更 な し 

変 更 な し 

98 

267.4 12.7＊1 STPT42 99 

267.4＊5 15.1＊1，＊5 STPT42＊5 100 

8.62＊3 302 
267.4＊5 21.4＊1，＊5 STS42＊5 変更なし 

8.98＊4 

変更なし 

304＊4 

101 

267.4 18.2＊1 STS42 102 

B-残留熱除去系ストレーナ

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン合

流部＊34

0.427 

104 

508.0 

/508.0 

/508.0 

15.1＊1 

/15.1＊1 

/15.1＊1 

STS42 

B-残留熱除去系ストレーナ

～ 

B-停止時冷却モード入口ライン合

流部＊19 

変更なし 

0.853＊4 

変更なし 

178＊4 

変 更 な し 

103 

0.427＊3 
508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 104 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 105 

1.37＊3 185 

508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 

変 更 な し 

106 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 107 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C 108 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊35

3.92＊3 185 355.6 15.1＊1 STS42 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン分岐部

～ 

B-残留熱除去系熱交換器バイパス

ライン合流部＊27

変 更 な し 109 

B-低圧注水ライン分岐部

～ 

B-ドライウェルスプレイライン分

岐部＊36，＊37

3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 B-低圧注水ライン分岐部

～ 

B-ドライウェルスプレイライン分

岐部＊19

変 更 な し 

110 

355.6 

/355.6 

/355.6 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/19.0＊1 

STS42 111 

B-ドライウェルスプレイライン分

岐部 

～ 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接

続口（西）注水ライン合流部＊36，＊37 

3.92＊3 185 

355.6 15.1＊1 STS42 

B-ドライウェルスプレイライン分

岐部 

～ 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接

続口（西）注水ライン合流部＊27 

変 更 な し 

112 

355.6＊5 19.0＊1，＊5 STS42＊5 113 
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S2
 
補
 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接

続口（西）注水ライン合流部 

～ 

原子炉圧力容器＊36，＊37 
3.92＊3 185 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0＊1 

/19.0＊1 

/－ 

STS42 

残
留
熱
除
去
系 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接

続口（西）注水ライン合流部 

～ 

原子炉圧力容器＊38 
変 更 な し 

355.6 

/355.6 

/216.3 

19.0 

/19.0 

/12.7 

変 更 

な し 
114 

355.6 15.1＊1 STS42 

変 更 な し 

115 

355.6 

/267.4 

19.0＊1 

/15.1＊1 
STS42 116 

8.62＊3 302 
267.4 18.2＊1 STS42 変更なし 

8.98＊4 

変更なし 

304＊4 

117 

267.4＊5 21.4＊1，＊5 STS42＊5 118 

C-残留熱除去系ストレーナ

～ 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ラ

イン分岐部＊39

0.427 

104 

508.0 

/508.0 

/508.0 

15.1＊1 

/15.1＊1 

/15.1＊1 

STS42 

C-残留熱除去系ストレーナ

～ 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ラ

イン分岐部＊40

変更なし 

0.853＊4 

変更なし 

178＊4 
変 更 な し 

119 

0.427＊3 
508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 120 

508.0＊5 9.5＊1，＊5 STPT42＊5 121 

1.37＊3 100 
508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 

変更なし 
変更なし 

120＊4 

122 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C 123 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ラ

イン分岐部

～ 

C-残留熱除去ポンプ＊39

1.37＊3 100 

517.6 ＊7(14.3＊1) SM41C 
高圧原子炉代替注水ポンプ入口ラ

イン分岐部

～ 

C-残留熱除去ポンプ＊27

変更なし 
変更なし 

116＊4 
変 更 な し 

124 

508.0 ＊7(9.5＊1) SM41C 125 
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S2
 
補
 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

― 

残
留
熱
除
去
系 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口ラ

イン分岐部＊41，＊42

1.37＊4 120＊4 

466.8 (14.3＊1) SM41C 126 

457.2 (9.5＊1) SM41C 127 
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S2
 
補
 4
-3
-1
-2
-1
～

13
 R
0 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

C-残留熱除去ポンプ

～ 

原子炉圧力容器 

3.92＊3 100 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

C-残留熱除去ポンプ

～ 

原子炉圧力容器＊27 

変更なし 
変更なし 

116＊4 
変 更 な し 

128 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 129 

355.6 

/355.6 

/－ 

19.0 

/19.0 

/－ 

STS42 130 

355.6 

/267.4 

19.0 

/15.1 
STS42 131 

8.62＊3 302 
267.4 18.2 STS42 変更なし 

8.98＊4 

変更なし 

304＊4 

132 

267.4＊5 21.4＊5 STS42＊5 133 

A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部 

～ 

A-格納容器代替スプレイライン合

流部＊43

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 
A-原子炉圧力容器注入ライン分岐

部 

～ 

A-格納容器代替スプレイライン合

流部＊44

変 更 な し 

134 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 135 

A-格納容器代替スプレイライン合

流部 

～ 

A-ドライウェルスプレイ管＊43

3.92＊3 185 355.6 15.1 STS42 

A-格納容器代替スプレイライン合

流部 

～ 

A-ドライウェルスプレイ管＊44

変 更 な し 136 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

― 

残
留
熱
除
去
系 

A-格納容器代替ス

プレイライン合流

部＊41，＊45

3.92＊4 185＊4 

77.0 (6.7＊1) S25C 137 

69.3 (8.3＊1) S25C 138 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

B-ドライウェルス

プレイライン分岐

部 

～ 

B-燃料プール冷却

ライン分岐部＊46，＊47

3.92＊3 185 

355.6＊5 19.0＊5 STS42＊5 

残
留
熱
除
去
系 

B-ドライウェルス

プレイライン分岐

部 

～ 

B-燃料プール冷却

ライン分岐部＊48

変 更 な し 

139 

355.6 15.1 STS42 140 

355.6 

/355.6 

/216.3＊8 

19.0 

/19.0 

/12.7＊8 

STS42 141 

B-燃料プール冷却

ライン分岐部

～ 

B-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部＊46，＊47 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

B-燃料プール冷却

ライン分岐部

～ 

B-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部＊48 

変 更 な し 

142 

355.6 

/355.6 

/267.4 

19.0 

/19.0 

/15.1 

STS42 143 

B-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部 

～ 

残留熱代替除去系

原子炉注水ライン

分岐部＊46，＊47 

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

B-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部 

～ 

残留熱代替除去系

原子炉注水ライン

分岐部＊49 

変 更 な し 

変 更 な し 144 

― 

355.6 

/355.6 

/165.2 

15.1 

/15.1 

/11.0 

STS410 145 



S2 補 4-3-1-2-1～13 R0 

16
 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚  さ＊1 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

残留熱代替除去系原

子炉注水ライン分岐

部 

～ 

残留熱代替除去系ス

プレイライン分岐部

＊46，＊47

3.92＊3 185 

355.6 15.1 STS42 

残
留
熱
除
去
系 

残留熱代替除去系

原子炉注水ライン

分岐部 

～ 

残留熱代替除去系

スプレイライン分

岐部＊49 

変 更 な し 

変 更 な し 146 

― 

355.6 

/355.6 

/165.2 

15.1 

/15.1 

/11.0 

STS410 147 

残留熱代替除去系ス

プレイライン分岐部 

～ 

B-格納容器代替スプ

レイライン合流部

＊46，＊47

3.92＊3 185 355.6 15.1 STS42 

残留熱代替除去系

スプレイライン分

岐部 

～ 

B-格納容器代替ス

プレイライン合流

部＊15 

変 更 な し 148 

B-格納容器代替スプ

レイライン合流部

～ 

B-ドライウェルスプ

レイ管＊46，＊47

3.92＊3 185 355.6 15.1 STS42 

B-格納容器代替ス

プレイライン合流

部 

～ 

B-ドライウェルス

プレイ管＊50 

変 更 な し 149 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚  さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

B-燃料プール冷却ラ

イン分岐部

～ 

B-燃料プール冷却ラ

イン合流部＊8

3.92＊3 185 216.3 10.3 STPT42 変 更 な し ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

― 

残
留
熱
除
去
系 

B-格納容器代替ス

プレイライン合流

部＊41，＊51 
3.92＊4 185＊4 

77.0 (6.7＊1) S25C 150 

69.3 (8.3＊1) S25C 151 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

 

(mm) 

厚 さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

 

(mm) 

厚 さ＊1 

 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッショ

ンチェンバスプ

レイライン分岐

部 

～ 

サプレッション

チェンバスプレ

イ管＊52 

3.92＊3 

185 

216.3 

/114.3 

12.7 

/8.6 
STPT42 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッシ

ョンチェンバ

スプレイライ

ン分岐部 

～ 

サプレッショ

ンチェンバス

プレイ管＊15 

変更なし 

変更なし 
変 更 な し 

152 

114.3＊5 8.6＊5 STPT42＊5 153 

114.3 8.6 STPT42 154 

114.3 

/114.3 

/－ 

8.6 

/8.6 

/－ 

STPT42 155 

104 

114.3 8.6 STPT42 

変更なし 

200＊4 

156 

― 

114.3 

/114.3 

/－ 

8.6 

/8.6 

/－ 

STPT410 157 

B-サプレッショ

ンチェンバスプ

レイライン分岐

部 

～ 

サプレッション

チェンバスプレ

イ管＊53 

3.92＊3 

185 

216.3 

/114.3 

12.7 

/8.6 
STPT42 

B-サプレッシ

ョンチェンバ

スプレイライ

ン分岐部 

～ 

サプレッショ

ンチェンバス

プレイ管＊15 

変更なし 

変更なし 

変 更 な し 

158 

114.3 8.6 STPT42 159 

104 

114.3 8.6 STPT42 

変更なし 

200＊4 

160 

114.3＊5 8.6＊5 STPT42＊5 161 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

残
留
熱
除
去
系

A-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部 

～ 

A-サプレッション

チェンバ内放出管
＊54

3.92＊3 

185 

355.6 

/267.4 

19.0 

/15.1 
STS42 

残
留
熱
除
去
系 

A-サプレッションプ

ール冷却ライン分岐

部 

～ 

A-サプレッションチ

ェンバ内放出管＊55 

変更なし 

変更なし 

変 更 な し 

162 

267.4 12.7 STPT42 163 

267.4＊5 15.1＊5 STPT42＊5 164 

104 267.4 12.7 STPT42 
変更なし 

178＊4 
165 

0.427＊3 104 

267.4 9.3 STPT42 

変更なし 

0.853＊4 

変更なし 

178＊4 

166 

267.4 

/267.4 

/－ 

9.3 

/9.3 

/－ 

STPT42 167 

267.4＊5 9.3＊5 STPT42＊5 168 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊57 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

(mm) 

厚 さ＊1 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材料 

残
留
熱
除
去
系 

B-サプレッション

プール冷却ライン

分岐部 

～ 

B-サプレッション

チェンバ内放出管
＊56

3.92＊3 

185 
267.4 12.7 STPT42 

残
留
熱
除
去
系 

B-サプレッションプ

ール冷却ライン分岐

部 

～ 

B-サプレッションチ

ェンバ内放出管＊55 

変更なし 

変更なし 

変 更 な し 

169 

267.4＊5 15.1＊5 STPT42＊5 170 

104 

267.4 12.7 STPT42 

変更なし 

178＊4 

171 

267.4

/－ 

/267.4 

15.1

/－ 

/15.1 

STPT42 172 

267.4＊5 15.1＊5 STPT42＊5 173 

0.427＊3 104 

267.4 

/267.4 

/－ 

9.3 

/9.3 

/－ 

STPT42 

変更なし 

0.853＊4 

変更なし 

178＊4 

174 

267.4 9.3 STPT42 175 

267.4＊8 9.3＊8 STPT410＊8 176 

267.4＊8

/267.4＊8 

/－ 

9.3＊8 

/9.3＊8 

/－ 

STPT410＊8 177 

267.4＊5 9.3＊5 STPT42＊5 178 

注：記載の適正化を行う。既工事計画書には名称欄文末に「～まで」と記載 

注記＊1 ：公称値を示す。 

＊2 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉再循環系との取合点から A-残留熱除去ポンプまで」と記載 

＊3 ：ＳＩ単位に換算したものである。 

20316810
ハイライト表示

20316810
ハイライト表示

20316810
ハイライト表示
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＊4 ：重大事故等時における使用時の値 

＊5 ：エルボを示す。 

＊6 ：新たに原子炉冷却材圧力バウンダリ範囲となる。 

＊7 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60 年 4 月 27 日付け 59 資庁第 17250 号にて認可された工事計画 

の添付書類「Ⅳ-2-1-4-2-1 管の基本板厚計算書」による。 

＊8 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊9 ：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード，サプレッションプール水冷却モード）））と兼用 

＊10：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系）と兼用 

＊11：記載の適正化を行う。既工事計画書には「A-残留熱除去ポンプから A-残留熱除去系熱交換器まで」と記載   

＊12：記載の適正化を行う。既工事計画書には「A 系原子炉再循環系戻り管」と記載 

＊13：記載の適正化を行う。既工事計画書には「A-残留熱除去系熱交換器から原子炉再循環系との取合点まで」と記載 

＊14：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード，サプレッションプール水冷却モード）））と兼用 

＊15：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード）））と兼用 

＊16：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B-残留熱除去ポンプ入口管」と記載 

＊17：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「原子炉再循環系との取合点から A-残留熱除去ポンプまで」の分岐点から B-残留熱除去ポンプ

まで」と記載 

＊18：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B-残留熱除去ポンプから B-残留熱除去系熱交換器まで」と記載 

＊19：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード，サプレッションプール水冷却モード）），残留熱代替除去

系）と兼用 

＊20：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B 系原子炉再循環系戻り管」と記載 

＊21：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B-残留熱除去系熱交換器から原子炉再循環系との取合点まで」と記載 
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＊22：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉圧力容器頂部スプレイ管」と記載 

＊23：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「A 系原子炉再循環系戻り管」の分岐点から原子炉圧力容器頂部まで」と記載 

＊24：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））と兼用 

＊25：記載の適正化を行う。既工事計画書には「サプレッションチェンバから「原子炉再循環系との取合点からA-残留熱除去ポンプまで」の合

流点まで」と記載 

＊26：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「A-残留熱除去ポンプからA-残留熱除去系熱交換器まで」の分岐点から「A系原子炉再循環系戻

り管」の合流点まで」と記載 

＊27：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）と兼用 

＊28：記載の適正化を行う。既工事計画書には「A 系低圧注入管」と記載 

＊29：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「原子炉圧力容器頂部スプレイ管」の分岐点から原子炉圧力容器まで」と記載 

＊30：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器

安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）），格納容器代替スプレイ系，ペデスタル代替注水系）と

兼用 

＊31：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器

安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデスタル代替注水系）と兼用 

＊32：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の 

安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデスタル代替注水系，残留熱代替除去系，低圧原子炉代替注水系）と

兼用 

＊33：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安

全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系，低圧原子炉代替注水系）と兼用 

＊34：記載の適正化を行う。既工事計画書には「サプレッションチェンバから「B-残留熱除去ポンプ入口管」の合流点まで」と記載 

＊35：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「B-残留熱除去ポンプからB-残留熱除去系熱交換器まで」の分岐点から「B系原子炉再循環系戻

り管」の合流点まで」と記載 
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＊36：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B 系低圧注入管」と記載 

＊37：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「B 系原子炉再循環系戻り管」の分岐点から原子炉圧力容器まで」と記載 

＊38：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安

全設備の原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系）と兼用 

＊39：記載の適正化を行う。既工事計画書には「サプレッションチェンバから C-残留熱除去ポンプまで」と記載 

＊40：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧原子炉代替注水系，残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安

全設備の原子炉格納容器安全設備（高圧原子炉代替注水系）と兼用 

＊41：本設備は既存の設備である。 

＊42：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉

格納容器安全設備（高圧原子炉代替注水系）と兼用 

＊43：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「A 系低圧注入管」の分岐点から原子炉格納容器スプレイヘッダまで」と記載 

＊44：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード）），格納容器代替スプレイ系，ペデスタル代替注水系）と兼用 

＊45：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）と兼用 

＊46：記載の適正化を行う。既工事計画書には「B 系原子炉格納容器スプレイ管」と記載 

＊47：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「B 系低圧注入管」の分岐点から原子炉格納容器スプレイヘッダまで」と記載 

＊48：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード，サプレッションプール水冷却モード）），残留熱代替除去系）と兼用 

＊49：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード）），残留熱代替除去系）と兼用 

＊50：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容

器冷却モード）），格納容器代替スプレイ系，残留熱代替除去系）と兼用 

＊51：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系，残留熱代替除去系）と兼用 
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＊52：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「A 系原子炉再循環系戻り管」の分岐点からサプレッションチェンバスプレイヘッダまで」と

記載 

＊53：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「B 系再循環系戻り管」の分岐点からサプレッションチェンバスプレイヘッダまで」と記載 

＊54：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「A 系原子炉再循環系戻り管」の分岐点からサプレッションチェンバ内の放出管まで」と記載 

＊55：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（サプレ

ッションプール水冷却モード）））と兼用 

＊56：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「B 系原子炉格納容器スプレイ管」の分岐点からサプレッションチェンバ内の放出管まで」と

記載 

＊57：残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系）に記載の四角内番号を示す。 



1 

第 4-3-1-2-1～13図 残留熱除去設備に係る主配管の配置を明示した図面（残留熱除去系） 別紙

2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［残留熱除去系の主配管］ 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.3＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.11＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 466.8 ％ 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
％ 

mm 
同上 

管ＮＯ.12＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ％ 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.5 
％ 

mm 
同上 

S2
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0 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

［残留熱除去系の主配管（続き）］ 

管ＮＯ.16＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 77.0 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.7 
mm 

mm 
同上 

管ＮＯ.17＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 69.3 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 8.3 
mm 

mm 
同上 

管ＮＯ.18＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 15.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.19＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 11.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

［残留熱除去系の主配管（続き）］ 

管ＮＯ.21＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 8.6 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 
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